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このたびはコロナ5油ス I ブ （ SV お）を 
お買い上げくださいましでありびとラござ 
いました。 

ご使用になる前に、必すこの取扱説明書を 
よく読んで、正しく使用しでください。ま 
ちびった取り扱いは思わめ事故や故障の原 
因となります。 

お読みになった後ち取扱説明書は保証書と 
巧に必す保管しでください。 
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■取巧編 


1•特に注意しでいただきたいことほ全のために必ずお守りください) 


この取扱説明書および製品への表示では、製品をままに正しくお使いいただき、あなたや他の人々への危害 
やお运への損害を未然に巧止するために、いろいろな給表示をしでいます。その表示と意巧は次のよラにな 
つでいます。内容をよく理解しでから本でをお読みください。 


A 雖 と t この表示を無視しで、誤った取り扱いをすると、人カタ Et ：、 重傷を負ラす能性、または义災 
胃1=1の巧能性び想定される内容を示しでいます。 

みな この表示を無視しで、誤った取り扱いをすると、人び傷害を負ラ可能性や物の損害の発生び 
/\\ /± M 想定される内容を示しでいます。 


絵表示の例 


A 么記号はま意を促す内容か> あることを告げるちのです。 

図の中に具体のなま意内容(左図の場含は一般のなま意)力< 描かれでいます。 

® ( S ) 記看は禁止の巧為であることを告げるをのです。 

図の中やお傍に具体的な禁止内容(を図の場ちはガソリン禁止)び描かれでいます。 

^ 〇 記号は巧為を指示する内容を告げるちのです。 

図の中に具体的な指示内容（左図の場合は電源プラグをコンじントから抜いでください) 
び描かれでいます。 


警告 ( WARNING ) 

参ガソリン厳禁 

ガソリンなど揮発性の高いミ巧は、絶巧に使用しないでください。 1 ^1 

乂災の原因しなります。 

♦煙突がれを険 ； 

煙突び外れたまま使用しないでください。 (3 

外れでいると運転中に排ガスび室内にちれで、危模です。 P 

f 0 

♦煙突閉そくを険 : 

煙突びつまったり、ふさびれたままで使用しないでください。 ^ ) 

閱そくしでいると運転中に排ガスび室のにちれで、危険です。 R 

峰 S) 

♦巧類の乾燥厳禁 

巧類などの乾燥には使用しないでください。 し 

巧類び落下しで乂びつき、乂災の原因になります。 卜 

帮 り 

♦スプレー宙厳禁 

スプレー生や力たットこんろ用ボンベなどを、ストーブの上や前に放置 • 

しないでください。熱で宙の旺力び上びり、爆発し、危険です。 

S Q 


ま意 ( CAUTION ) 

♦カーテン、可燃物近接禁止 

カーテンや燃えやすいちのを近づけないでください。 

乂災か>発をするおそれか f あります。巧燃物との離隔距離についでは 
標準据え巧け図例 （2 5ページ）を参照しでください。 

固獻 

Q 

♦給油時消义 ^ 

給巧は、必す消乂しでからおこなつでください。 ( 

乂災のおそれびあります。 


〇 



















•特に注意しでいただまたいこと（安全のために必ずお巧 0 ください) 


♦油漏れ確認 , 

ミをタンク-ゴム製送油管-接含部および機器などからのな油漏れびな 又 

いことを確認の上ご使巧ください。のミ由び漏れでいると乂巧のおそれ コム製送油管 ン^ 

が'あります。 /、 

良 〇 

♦異常時使用禁止 ^1 1 ご.^ 

巧一異常を感じたときは、使用しないでください。 を 

異常燃焼のおそれびあります。 

1 

^ Q 

•高温部接触禁止 

燃焼中や消乂直後は、高温部、煙突、巧上部にまなどふれないでください。 (^) 

やけどのおそれびあります。 

♦やかんのせ禁止 1く 

やかんなどをのせないでください。 AJc^tn 

振動や接触によつでやかんの熱湯びこぼれ、やけどのおそれびあります。 

) Q 

•分解修理の禁止 

が障、破損したら、使用しないでください。 

不完をな修理は、危険です。 


♦腰をかけたり、物をのせないで — 

機器の上にのつたり、腰をかけたりしないでください。機器の故障や、やけど r \^ 

のおそれびあります。機器の上に巧びんや水を入れたちのなどを置かないでく vjv 

ださい。かびかかると漏電やな障のおそれびあります。 

•改造使用の禁止 へ 

改造しで使用しないでください。 ^ A 

また、ストーフ''や煙突には床暖房用の熱交換器などを取り巧けないでください。 V V 

火災や排ガスび室内にちれる原因となり危険です。 

参^^ 巧/扇 使用禁止 II 

ストーブを使用しでいる同室内で換気扇を使用しないでください。立消え 

しで爆発燃焼するおそれびあります。 f ノ1 

また、換気□•給気□は常に確保し、槪などでふさ力*ないでください。 • 

Q 

• ドラフトレギユレータの取り付け ドラフトレむレ-夕 

煙突の引き（ドラフト）び強いと燃焼不良び発をします。 \1- 

なの煙突設置の場含は必す、ダブルドラフトレギユレータ（別売品 DR-1) M 

を取り巧けでください。 「 

-集含煙突に接続する場合-標準ブを上に立ち上びりび高い場合 

-風び強くで炎び洗むよラな場合 、〇= 

1 か 

山 

•電源 コー ドを傷めない . — 

電源コードに無理な力を加えたり、物をのせたりしないでください。 

また、電源プラグを巧くときは、コードを持って引き巧かないでください。 V V 

乂災や感電の原因になります。 心 

♦電源 プラグは確実に差しこむ wU 

電源ブラグはコン它ントに根兄まで確実に差しこんでください。 ^ y\ 

また、傷んだプラグやゆるんだコンむントは使用しないでください。乂災 ifM 

の原因になります。 

めれた手での巧き差しはしないでください。感電の原因になります。 /ノ 

〇 

•長期間使用しないときは 電源 プラグを抜く ^ 

長期間使用しないとき又は保管するときは、必す電源プラグをコンじント 
から巧いでください。 

乂災やホ想しない事がの原因になります。 


































•特に注意しでいたださたいこと(安をのために必ずお巧 0 ください) 


Z ^^注意( CALmON ) 

•電源 プラグのお手入れをずる 

ときどきは電源プラグを巧き、ほこり及びを属物を除去しでください。 

ほこりが'たまると湿気などで絶縁不良になり乂災の原因になります。 

〇 

♦な油の保管 

な油は、乂気、雨水、ごみ、高温および直射曰光を避けた場所に保管しで 
ください。ガソリンなどといっしよに保管しないでください。 

誤って使用すると異常燃焼や乂災のおそれが'あります。 

〇 

♦変質な油禁止 

変質なミ由、不純な油（ちれたな油、水の混じっでいる'灯油など）を使用し 
ないでください。 

異常燃焼や故障のおそれが'あります。 

S ) 

♦初めてお使いになるとをのま 意 

ネ刀めでお使いになるときは、耐熱塗料などび焼きげくまで煙と臭いび出ま 
す。しばらくの間,奪をあけで部屋の換気をおこなっでください。 

また、ル鳥やル動物などに影響する場合が'考えられますので、この間は部 
屋に入れないでください。 

〇 


お願い （ NCmCE ) 

♦機器を廃棄ずるときのま 意 

ストーブを廃棄処分するとさは、定油面器の灯油を 
巧さとっでください。 （12 ページ） 

の油を入ったまま廃棄するとリサイクルの際に思わ 
め事故になるおそれが'あります。 

♦ホ了油の廃棄 

巧油の廃棄処分は、巧油をお買い求めになった販売 
店にご相談 < ださい。 


2•使用する場所 


ストーフ''を安をに使用するためには、場所の選定び大のです。 


安をに使用するために 



参マントルピース 
などには据えが 
けないでくださ 
い。 



•標高び1000 m を越える高地では 
使用しないでください。 

(空気の濃度び薄いため、燃焼 
に必要な空気び不足します。） 


効果的に使用するために 


•ち気の入ってくるち向、例えば窓側などに置くと、ち気びストーブで暖められで巧 
流しますので、効果のです。 

[ 出入□など 人の通るところは、ぶくつかる と危挨で すので 避けでください。 ~ ~~ 

•部屋の保温を工夫し、部屋の温度の調節を似が'けましよラ。 


ストーブの前面に障害物びあると、部屋の温度にむらができるばかりでなく、ふく射熱によつでストーブ本がの温度 
が上昇しで危険です。 

使用場所には十分を意しで効果のに使用しで<ださい。 




































3 •各部の名称 




燃焼筒ぶ、た 


スケルトン 


燃焼リシグ(巧部) 


•放熱器 


点乂ヒータ 


の替サーモスタット 



■煙突接続□ふた 

ホットバ ーナ 

•反射板 
■ブリント配線板 
ををサーミスタ(薑お上） 

電磁ポンプ薑板(巧部） 
点义トランス(巧部） 
定ミを面器 
巧震白動消乂装置 

電磁ポンプ(巧部） 
-送ミあ管 


構造図 


苗ミ 


结 


ミミ 


観図 


immi 














































































































3 •各部の各称 


表巧部のち称と働ぎ 


設定室温表示(緑） 


時刻表示(緑） 


通巧は現在時刻を表示します。 

タイマー 逢 お時はタイマーたット時刻を表示 
します。 


• 室湿設定ボタンで設定した室湿をデジタル表 
示します。 

•ストーブにトラブルび発をすると、トラブル 
窗所が拓客表示（モニターサイン）されます。 



タイマー表示ランプ(緑) 


タイマー 巧 お中は点なします。 

タイ7— 逢 お 停止 中は消のします。 


進巧スイツチ 


たーブ進巧まおランプ(想） 


•じーブ運お中は点灯し、おおすると消なします。 
•室お設定を10で （ F 点設定）にすると自動的に 
じーブ運転になり点なします。 


巧す （■) と運お（点义）します。 
■ ちラー度巧す （ 1 ) と消义します。 


運おランプ(緑） 


巧おスイッチを巧ず（晶）と点なします。 
‘ちラー度巧す （ 里 ） と消なします。 


オープンポクツト巧操作部の名称と働き 


■オープンポケットの開閉 

参オープンポケットを輕く押し込むと、ゆっくり出できます。操作後趕く押しちどすと□ックしで止まります。 
操作するとさ必がは、閉じでご使用ください。つ 


■操作音についで 

•操作ボタンを巧すとピッと音びします。 
•誤操作をするとピッ音び2回します。 

































































































































































4 •使用前の準備 



燃料は必ずな巧 （ JIS 1 号な巧）を使用しでください。 

ガソリンなど揮発性の高い油は、义災の原因になりますので絶巧に使用しないでください。 

争 注意1 変質口油、ミちれたなミを、かの混じっているな油などは、絶巧に使用しないでください。 i^/fl 
ま鼠な巧は、必す乂気‘雨水‘ごみ‘高温及び、直射曰光を避けた場所に保管しでください。 



■給油の際の手順と注意 



•送油バルブを閉じで給油□ふたをはすし市販の給'油器具で口油を給ミをしでく ださし、。 

油量計の針び「満 J をさしたら給'油をやめでください。 

•給'油□ふたを必ずちとどおりに締めでください。 

参給油の際に、か、ごみなどを入れないよラ特にミ主意しでください。 

■給油□ふたは、確実に締めてください。 
■こぼれたな巧はよくふきとつでください。 

■燃料切れの注意と空気巧ぎの方法 


油タンクを空にしないよラにま意しでください。 

油タンクを一旦空にしますと、送油経路のに空気びたまり、正常に送'ぶびできなくなることびあります。このよラな場 
合にはなの順唐で空気巧さをしでください。 

1. 油タンクに給油します。 

2. ストーブのゴ厶管□から、ゴム製送油管をはすします。 

3. ゴ厶製送油管から油び連続しで流れ出ることを確かめでからゴム製送ミを管をちとど 
おりにス I -ーブに取り巧けます。（ミをびこぼれないよラに容器を用意しでください。） 



運輯開始前の準備とお認 


■安を装置のじット、取扱上の注意 




定油面器のじツト 

ネリめで使用するときや、シーズン巧めには、ス I -ーブち側面のな巧の中に指を入れ、定油面器 
リたツトボタン（ホ色）を輕く巧し下げでください。 

♦ iJt ツトボタンは据え巧け時や、シーズンネリめに操作します。定油面器に強い衝撃をち 
えたり異常びあったときが外は、特に操作する必要はありません。 

万一点乂操作後4〜5分しでち着乂しなかったり、着乂後2〜3分で消义しでしまラ場 
さは、リたツトボタンを巧しでください。 

(安を巧びはすれ、な巧びスムーズに流れます。） 

♦ r ごミ主意1 リじットボタンを巧す際は、スペーサをはすしで巧さないでください。 

また、5抄必上巧し続けたり、何回ち巧し下げたりなど乱暴に取り扱わないでください。 
定油面器より巧びあふれ出たり、巧乂などの異常燃焼の原因となる場合びありまず。 


■送巧経おの油もれの確認 

•油タンクや送油管の接合部などから油ちれびないかどラか確認しでくださし、。 


■電気配線のお認 

♦ 齡を意 I 電源プラグをコンたントに巧の根巧まで確実に室し么んでください。 

•電源コードが'煙突などの高温部にふれるおそれのないことを確認しでください。 


忆'ま意 I 電源プラグ•コードの発熱-発义を肪ぐために… 

参霉源は必す適正配線された単相1 00 V コンじントを使用しでください。 

•電源コードは、途中で接続したり延長コードの使用.他の電気器具とのタコ足配線をしないでください。 



































5 .使用方法（使い方) 



※予備燃焼後、しばらくの間、乂のは大きくなります。 


H 運おスイツチを押す] 


運括開始（点 W 


参スープンポクツト巧の义力調節つまみで「自動運転 J と「手動運乾」び設定できます。 

ご希望の運転ちまでご使用ください。 

( 点义順唐） 

■义力調節 r 自動運輯 j の場を 

♦乂力調節つまみを「自動 J に合わせでください。設定室温と部屋のがミ兄に応じた 
乂力で燃焼します。 

•時計合せは8ページ「現在時刻の調節ち法」を参照しで巧ってください。 

1 . 時刻表示び現在時刻を表示しでいることを確認しでください。 

2. 運乾スイツチを巧しで「入」にしでください。 

運転ランプか'点巧し、自動のに次のよラに運乾（予備燃焼•本燃焼）します。 
(乂力調節「手動」（微少〜大）の場含は設定室温の表示はありません。） 



• 法おランブなな 
-投定室溫巧示点な 
• ル’ぷ靈流出 
. お巧巧送固おまわる 


-お定室遏とが居のげ 
巧に巧じた义力にな 


义力調節 r 手動運活 j の場さ 

♦オープンポケット内の乂力調節つまみを「微少 J から「大」の間のご希望の位置 
にちねせでください。 

表示部の設定室溫表示カタ肖え、ず備燃焼か t 終了すると乂力調節つまみの設定乂力 
で燃焼します。ただし、ず備燃焼後、約4分間は最大乂力になりません。 

•運転スイッチを「入 J にした時、運乾ランプび点巧せすにタイマー表示ランプが点なする場さは、タイマー運転と 
なりますので、タイマーたットボタンを押しでタイマー運乾を解除しでください。 

参燃焼中に運転スイッチを巧しで「消乂」にしたり、タイマーたットボタンを巧すなどしで約3秒が上通電を止めま 
すと自動消乂し、燃焼室力 f ち却しでからでないと再点乂できません。 



自巧 

手動乂力調節 





巧かル中 大 




• 

• mm . mm . mm . 



( 


00 ) 





オープンポケット内の乂力調節つまみを「自動」にさねせると、ルームサーモによる自動運乾となり、設定室温に自動 
調節されます。 

表示部に設定室温に4で）び表示されますので次のよラに調節しでください。 

参室温設定ボタン「高め」を巧すたびに1で上昇します。（上限29で） 

• 「おめ」を巧すたびに15でまでは1ですつ下びり、15でからはいきなり10で 
( F 点設定）となります。 

参10で設定の場ちは它ーフ''運転表示ランプが'点口し、じーフ''運弦となります。 



乂力調節「自動」運転時に、微少乂力でち室温び設定室温より上昇する場ち、設定室温より約3で上昇すると自動のに 
消乂し、設定室温まで下びると点乂動作に入ります。これをくり返すことによりむだな部屋のあたため過ぎを巧ぎます。 

参室温設定ボタンにより希望の室温設定後、じーフ''運乾ボタンを巧しでください。 

じーブ運輯表示ランプび点巧し、たーブ運転となります。 

•じ ー ブ遷輯ボタンを再度巧すことによりじ ーフ ''運乾表示ランプび消え 、 t ーフ ''運 
起解除となります。 

設定室温を15でが上に上げると它^ 



室温設定を10で （ F 点設定）で使用中、設定室温を 
、ーブ運乾表示ランプび消え、自動的に解除されます。 



たーブ運範 


室温の調節迫動運敵 


—本が焼— 

- -iiv 




















































































5 •使用方法（使い方) 


夕^ブ](ま動調節一ま動運弦） 


室温設定による自動運乾の他に、乂力調節つまみによる手動乂力調節び巧能です。 

なのよラにしでください。 

参乂力調節つまみを「微少 J から「大 J の間のご希望の位置に含わせでください。 
表示部の設定室温表示カタ肖えで乂力調節つまみの設定乂力で燃焼します。 


自動 

手動乂力調節 
微かル中 大 


• 



( 

00 : 

) 


■がのが態 

ストーフ''の据え巧けや煙突の関係で、炎は多少変化します。 

参炎のが態は、青い炎の中にいくらかの黄色い炎（巧乂）びまじってち異常ではありません。 

•燃焼中に炎の片寄り又は、上下変動することびありますび、ドラフトおよび風量の変動によるちので異常ではあり 
ません。 


運乾停止（消义) 




お义順唐） 



運転スイツチを巧しで「の J にしでください。 

運転ランプび消なします。 

燃焼室びちがすると自動のに燃焼用送風機び停止し、時刻表示必外のすべでのラン 
プび消なします。 

参 IA ? 王意1 2曰が上家をあけるなど長時間使用しない場をは、運転び完をに停止しでから電源プラグをコン 
たントから巧いでください。 

参外出のとさは、必ず運転を停止（消乂）しでください。 

•運提停止後、燃焼室がちが（ランプ類び消巧）するまでは電源プラグを巧かないでください。ちしおきますと、ガ 
ラス円筒びくちったり、ス I -ーブの表面温度び上昇します。 


消义後、再点义するとぎの注意 


•燃焼中に誤つで電源ブラヴを巧いたり、運転スイッチを「の J にすると、再点乂安を装置の働きで、ストーフ*びち却 
されるまで再点义できません。 

ただし瞬間のな消乂操作（約3妙必巧）の場をは、そのまま燃焼び継続されます。 

•停電時には、必す運輯スイッチを「の J にしでください。 


現在時刻の調節方法 



1. オープンポケット内の時計調節スイッチを「時計合せ」にします。‘ 

はじめで使用するときや、電源ブラヴを長時間巧いたときは、時刻表示は0 :0 0を 
表示します。 

2. 時計調節の「時 J •「分 J ボタンを巧しで現在時刻をちわせます。 


例：午前6時15分に合わせる場合 


時 C 


〇分 

r 




時計*タイ7— 


目：!] [I 


時 〇 

C 

的 

r 

叫 



①「時」ボタンを押しで"午前6 : 0 0" にします。 


時計，タィマー 


ら •• I 5 


時計-タイマー 


時計 


通常 


タイマー 


台せ^?1^)台せ 


r 


③「分」ボタンを押しで"午前6 :1 5" にします。 

3. 必す時計調節スイッチを「通常 J 位置にちどしでください。 

•必す時計調節スイッチび「通常 J になっていることを確認しでください。 

♦30 秒必巧の停電であれば、再通電後ち現在時刻を表示しますので時刻さわせの必 
要はありませんび。それが上の停電で、時刻表示び0 : 0 0を表示したら時刻含わ 
せを巧っでください。 





























































































5 .使用方法（使い方) 


タイマーの使用方法 


■運耗時刻のをわせ方 

1. オープンポケット内の時計調節スイッチを「タイマー含せ」にします。 

2. 時計調節の「時」•「分」ボタンを巧しでタイ7—点乂時刻を合わせます。「分」は 
5分ごとに動きます。 


' 時計 

• タイマー 

時計； 

合せ^ 



例：午前6時30分に合わせる場含 


時 C 


〇分 

r 

hi 



時計•タイマー 


0 0 


時仁） 

C 

苗分 

r 



時計•タイマー 


目： 3日 


①「時」ボタンを押しで"午前6 : 0 0" にします。 


時計-タイマー 


時計 
させ t 


m 


タィマ- 
含せ 


③「分 J ボタンを巧しで"午前6 : 3 0" にします。 

これでタイマーじツト時刻び記憶されました。 

3. 必す時計調節スイッチを「通常 J 位置にちどしでください。これで時刻表示には現を 
時刻び表示されます。 


■タイ7—運箱方法 



1. 運転スイッチを押しで「入 J にしでください。 

(燃焼中の場さはそのままです。） 

2. 運転するときのご希望の室温又は、乂力に合わせでください。 

3. タイマーたットボタンを巧しでください。 

時刻表示にタイマーじット時刻び表示され、タイマー表示ランブび点なし、タイマー 
運転に入ります。 

(この時、燃焼用送風機び10分間運転しますび、異常ではありません。） 

•タイマー它ット時刻になるまでは、時刻表示にタイマーたット時刻び表示され続けます。 
参運輯中にタイマーたットボタンを巧すと、ストーブは自動消乂し、運転を停止します。 
•タイマー運転は、運転スイッチび「入」になっていないと運転が開始されません。 

•おでかけのときのタイマー点乂は避けでください。 

■タイ7—運転のおお 

•タイマーじットボタンを巧します。 

タイマー表示ランプび消なし、時刻表示に現を時刻び表示され、タイマー運転び解除さ 
れます。 

•このままであれば自動のに運乾を開始します。運乾を停止する場含は、運転スイッチを 
「の J にしでください。 


タイマ 


し问 J 

マ f Th 、：^ トー 


時計•タイマー 


午前 

午を 


日： 3日 


◎タイマー 


タイ7—たット時刻•現在時刻の確認 

①時計調節スイッチを「時計含せ」又は「タイマー合せ J にちわせます。 

③現在時刻又は、タイマー它ット時刻び時刻表示に表示さ 
れまず。 

⑤確認後、時計調節スイッチは、必す「通常」位置にをど 
しでください。 


時計-タイマー 


時計ふ 

趙常 j 

タイマ- 

台せ y 


知せ 


時計-タイマー 


時計^ 

通常 

けイマ- 

合せ^/ 


始せ 


現在時刻の確認 


タイマーじツト時刻の確認 














































































































































5 •使用方を（使い方) 


ポット八ーナに油をためでしまったとき 


•ポット內にミ由が'たまった場合、このまま点乂操作をすると異常燃焼したり、点乂不良となります。ボ□巧などでポット 
巧の油を吸いとっでください。 （13 ぺージ「ポットバーナの掃除」を参照。）ポットバーナに油びたまったことに気巧 
かないで点乂したときは、ポットにたまった油び燃えつきるまで炎び大きくなって燃焼します。 

このよラなときは、すぐ運活スイッチを「の J にし、たまった巧が'燃えつきるまでそのままお待ちください。このとき 
電源コードのプラグは巧かないでください。 

•この場合、ガラス円筒がすすけることびあります。ストーブびち却しでから燃焼筒ふた、スケルトンをはすしでガ 
ラス円筒を掃除しでください。 

(14 ページ「ガラス円筒内部の掃除 J 参照。） 


モニター サインについて 


ストーブにトラブルび凳生すると、トラブル箇所び設定き温表示に記导表示（モニターサイン）されます。 

この場含記号表示の巧客を、ス I ブ左側面に巧刷されたモニターサインー覧表、または15〜16ぺージ「故障.異常 
の見分け方と処置方法 J をご髮のラえ、必要な処置をしでください。 


使用上のを意 


本書の「特にミ主意しでいただきたいこと（まをのために必すお守りください)」の他に、なの項目についでちま意しでく 
ださい。 

•上面ガードは、地震などにより巧燃物び落下したときなどに乂災を防止するためのちのです。やむをえす取りはす 
した場台は、必すちとのが態に取り巧けでおいでください。 

•クリーニング底、美容院などの化攀薬品を使ラところや温室、飼育室など、動植物の育成栽培に使用しないでくだ 
さい。 

春雷か>発をしたとさ、雷（誘導雷）により一時的な過電圧が'かかってち、過電圧防止装置が'機器を保護するしくみに 
なっでいますび、大きな雷（直撃雷など）の場含は、電子部品を損傷するおそれびありますので、電源プラグをコ 
ン它ントから巧いでください。 


6 •をを装置 


巧震白動消义装置 


地霞（震度約5が上）や強い振動、衝撃を受けた場台、 
自動のに消乂します。 

モニター サイン E 3 表示 


地霞によつで作動した場合、周囲の可燃物、ストーブの 
損傷、'油ちれ、煙突のはすれなど異常カス f いことを確認 
しでから再度点乂操作をしでください。 


点义安を装置 


異常燃焼を防止するため、点乂ヒータおよび燃焼用送風機に通電される前に、口'庙び流出しない構造になっています。 


停電安を装置 


停電や電源ブラクが巧けたときは自動のに消乂します。 
( 1妙必下の停電の場含は燃焼継続） 


逼電後設定室温表示にモニターサイン E 7 び表示されま 
す。 

- E 7 の場さで再選乾するとさは、時計などのたツトを 
しでから、運転スイツチを再度「入 J にしでくださし、。 


mEB 





7 •その他の装置 


再点义安を装置 


消乂直後、ストーブびちがしないラちに再点乂操作をしでち、燃焼室の温度び一旦ち却しでからでないと燃焼しないよラ 
になつでいます。 


不着义検出装置 


着乂不良のため、点乂操作後約20分経過しでちの誓サー 不着乂の原因を取り除き（ポットバーナ内にミをびたまつ 

モスタットびのり替わらない場合は、運乾を停止します。 た場含は取り除き）点乂操作をしでください。 

モニター サイン E 2 表示 


過電流的止装置 


巧部配線のショートにより過電流び流れたとき、電流ヒ •お買い求めの販売店に修理を依頼しでください。 

ューズびのれ、すべでの運転を停化します。 


燃焼用送風機異常お出装置 


燃焼用送風機の回乾数び異常に低下するとストーブの運 
起を停止します。 

モニター サイン EA 表示 


•異常低下の原因を取り除いでから点乂操作をしでくだ 
さい。 

•なおち異常びある場台はお買い求めの販売店にご相談 
ください。 


まをサー5スタ 


ストーブの上面及び側面び囲われでいるときや、ストー 
ブの前面に障害物などびあつで、ブリント配線板部温度 
か73でが上に上昇すると、自動のに消乂します。 
モニター サイン EO 表示 


•週昇原因を取り除いでから点乂操作をしでください。 
参なおち異常びある場をはお買い求めの販売店にご相談 
ください。 


8•曰常の点巧-ま入れ 

、 点お、ま入れのとさの注意 


点検•手入れは消乂後、ポットバーナびち却しでから、必す電源プラグをコンじントから巧いで巧つでくださし、。 

ま意 I 電気部品の分解や巧販品との交換は絶巧にしないでください。 

電磁ポンプ薑板のボリュームは絶巧にさわらないでください。 


点巧、寺入れの必要項巨、時期、方法 


■周囲の可燃物（使用ごと） 

♦ 齡注意 I スト-ブの!^囲は、常に藝理•攝おし、燃えやすいちのを置かないでください。 

■ほこり•巧れ（使巧ごと） 

参ほこりやちれをそのままにしでおきますと、ミ由びしみたりしで危険です。 

ス I -ーブはいつち清潔にしでご使用ください。 













8 •曰常の点検•ま入れ 


■巧ちれ•巧のたまり•巧のにじみ（使用ごと） 

•屋台*油タンクに'油ちれ-油のたまりや油のにじみびないか、ときどき点検しでください。 
又、給油の際にこぼれたな巧は、よくふきとってください。 


〔•巧ちれのある場合は、お買い求めの販売店に修理を依頼しでください。 


■ゴム製送油管の点検•交換の目安（シ-スンのネリめ） 

♦ r ごま意 I ゴ厶製送な管は、屋外で使用しないでください。 

屋外での使巧は禁止されでいます。 

•屋内でブ厶製送油管を使用しでいるとさは、膨潤、収縮、変質、変お、ひび割れが'ないか確認し、欠点のあるときは 
交換しでください。 

交換の目安は、3年に一度です。 

■巧タンク（シーズンのネリめ、適時） 

•油タンク巧はかやごみが'たまりやすいをのです。給ミあのとき、点検しでください。 

'油タンクののか巧き及び掃除は、油タンクが属の取扱説明書にがって巧ってください。 

■煙突の接続部のゆるみ及びトップの周圓（シ-ズンの巧め、適時） 

•煙突の接続部、煙突トップのはすれびないかを点検しでください。煙突び腐食したり、巧びあいたりしでいるとち陵 
ですので新しい物と交換しでください。 

•煙突のおくには燃えやすい物を置かないでください。 

•煙突内は結露で生じた水滴び凍っでつまると危陵です。点义時に、煙突のつなぎ目やス I ブより異常な煙び出たら 
消乂しで、煙突内部を点検しでください。 


■定巧面器のストレーナの掃除 （適時) 



•定'油面器には、ごみを除くためのストレーナが'ついでいます。 

ごみびたまると、な'油の流れを妨げで、十分な乂力び出なくなります。 

次のよラに掃除しでください。 

1. '油タンクの送巧バルフ''を閉じでください。 

2. ストレーナの掃陈□に荷札などの厚紙を差し么んで、巧ガイドを作り、そ 
の下に容器を置いでストレーナの止めねじをゆるめではすしでください。 
定油面器の巧れたな油やごみびを部流れ出ます。 

3. ストレーナを取り出しで、きれいなな油の中ですすぎ洗いをしでください。 
(かで洗わないでください。） 

I 組み立てるときは ' 

•ストレーナゴムパッキンを忘れめよラにしでください。 

•ストレーナを逆に入れないでください。また、巧位置び、必す、ち横に 
なるよラに取り巧けでください。 

•ストレーナの止めねじを、固く締め巧けてください。 

•'ぶちれか> ないか確認しでください。 


■点义ヒータの点巧（シ-ズンの巧め） 

•点义ヒータや点义しんにずずび巧着しまずと、ホ熱びほ下したり、なの吸上げび悪くなったりしで点义しに 
くくなり、着义不良の原因になります。 

点义ヒータの脱着は入念に巧ラ必要びありまずので（燃焼用空気の気密性保持のため)、必ずお買い求めの版 
売店に依頼しでください。 



















8 •曰常の点検•ま入れ 


点検•手入れの必要項目、時期、方を 


■反射板-ガラス円筒の掃除（適時) 



ごを意 1掃除は、スト-ブを消义させな分おがしてから、巧ってくださ 
い。 

熱いが態で巧ラとやけどのおそれびあります。 

•反射お及びガラス円筒にほこりびたまりますと、反射効率び悪くなるばかりで 
なく危険ですので、次の要領で適時掃陈をしでほこりを取り除いでください。 

1. 前面ガードをち側の固定ばね （2 個）からはすし左側にまわしでくださし、。 

2. 力'ラス円筒を割らないよラにま意しで、掃陈機などで内部のほこりをきれ 
いに掃除しでください。 

3. やわらかい巧などで、反射板及びガラス円筒をきれいに拭いでください。 

4. 掃除び'終わりましたら、ちとどおりに它ツトしでください。 


参前面ガードは、きちんと取り巧けでください。 


■ポツトノ\ーナの掃除（適時） 

ご注胃掃おは、ストーブを消义させ巧分冷却しでから、巧つでください。 

熱いが態で巧ラとやけどのおそれがあります。 

•ポツトバーナにすすびついで炎のおび不揃いになつたときや、ポツトバーナの底にすすやカスがたまりすぎで着乂び 
おそくなつたときは、次のよラにしですすを取り除いでください。 



1. 上面ガードをはすしでください。 

2. 燃焼筒ふたをはすしでください。 

3. スクルトンは中ふたに取り巧いでいます。スケルトンをガラス円筒にあで 
ないよラにしで、取りはすしでください。 

4. 燃焼リングをまわしで取り出しでください。 

5. ポットバーナ底部の下部整炎筒を取り出しでください。 



6. 点乂ヒータ、点乂しんをいためないように、ポットパーナ内部のすすをド 
ライバーなどでかき落としでから、巧などでふきとつでください。 



スクルトン脚 
スクルトン 

燃焼リンブ 
下部整お筒 


7. 組立の際、燃焼リング及び、下部整炎筒は、を図のよラに正しく確実に取 
り巧けでください。 



〇 


•ポットバーナ、燃焼リングを損傷したまま使用しますと、燃焼び悪くなります。ドライバーなどでつついでみで巧び 
あいたり、欠けた場さは新しいちのと交換しでください。 

ポットバーナの交換は、必すお買い求めの販売店に依頼しでください。 














































































8 •曰常の点お•手入れ 


■カフス円筒巧部の掃な（適時） 

争に!'注意 I 掃おは、ストーブを消义させなかち iP しでから、なつで<ださい。 

熱いが態で巧ラとやけどのおそれびあります。 

参長期間の使巧や、油だまりによる大燃焼の後にはガラス円筒びすすけることびあります。 

ガラス円筒びすすけで炎び見えにくくなつたときは、13ページ「ポットバーナの掃隙」の項にしたびい、スケルト 
ンをはすしでガラス円筒を掃陈しでください。 

•ガラス巧筒には、水をかけたり、衝撃をちえたりしないよラま意しでください。 

•運耗中にガラスび徐々にすすけた場さは、しばらくの間（約30分間）乂力を大きくすることにより、すすを除去 
することびできます。 


■燃焼用送風機の掃除（巧1◎な上） 

参燃焼用送風機ファンにごみやほこりびたまると、送風力び弱くなり燃焼び悪くなつたり、音び大きくなつでくること 
びあります。このよラなときには、燃焼用送風機ファンのほこりを取り除いでください。 

ストーブ後側のファンカバーと風墨制限板をはすし、ブラシなどで静かにほこ 
りを取り除いでください。 

参掃除び終わりましたら、ちとどおりに取り巧けでください。 

参燃焼用送風機ファンに力を加えますと、巧りや傾きを生じで、回乾のと 
きに音が出ますので力を如えめよラにしでください。 


風置制おお 

■燃焼用送風機ファンフィルターの掃除（適時） 

春ファンフィルターびごみやほこりで目ブまりすると、燃焼不良の原因になります。次の要領でストーブ裏面のファン 
フィルターの掃除を巧つでください。 

1. 左図の矢印のようにファンフィルターに力を如えなびら引き出し、ス I 
フ''裏面から取りはすしでください。 

2. ブラシなどでフィルターのほこりを取り除いでください。 

3. 掃除び終わりましたら、をとどおりに取り巧けでください。 


■化震などの災害が'発生したとぎの点檢についで 

•地震などの災害び発生し、ストーブに振動や衝擊び如わったときは、運転前に必ず次の点検を巧っでください。 
-煙突まわりのはすれ、ちれの確認 
- I 灯油配管からのちれの確認 

点検で異常び見つかった場をは、お買い求めの販売店に修理を依頼しでください。 




9.定期点巧 


長期間ご使用になりますと、ストーブの点検が'必要です。 

2シーズンに1回程度、シーズン終了後などに点検を実施しでください。点検のご相談は、お買いあげ巧または修理資格 
者〔（財）曰本扫油燃焼機器保守協含 （TE L 03 — 3499 — 2928) でおこなラ按術管理講習舍修了者（石油機器按術管理 
±)など）のいる店までお問いさねせください。 


mEB 































10 •巧障•異常の見分け方と処置方法 


使用中に異常びありましたら、次表により原因を調べで処置をしでください。 

原因のわからないときや、処置のむすかしいときは、お買い求めの販売店又はお近くのコ□ナ 


\\ 現象 
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点乂ヒータの献線 


• 








点乂ヒータと点乂しんとの位置関係か t 悪い 


参 








巧震 S 動消乂装置力< 作動した 



• 







送油バルブが閉まっている 

参 

参 






参 


□ r ム製送ミを管に空気だまりびある 

参 

参 






参 

# 

定油面器(こ水、ごみの目ブまり 

• 

参 






• 

• 

ストーブび傾斜しでいる 










煙突の横引含び長過ぎる。煙突び短い。煙突が細い。 










フアンクイルターにほこりびたまっで風が弱くなっでいる 










煙突のドラフトび強過ぎる 

• 








参 

煙突工事不適当のため、逆風現象びある 

• 









燃焼リンブの取巧けが悪い 










煙突のつまり 










煙突の接続部にすきまびある 










IT 厶製送油管締巧バンドか t ゆるんでいる 










定ミ巧面器（電磁ポンプ）の故障 

• 









切替サーモスタツトの故障 


• 







• 

ブリント配線板の故障 

参 

参 






• 

参 

電流ヒユーズびのれでいる 










ポツトパーナ巧にすすびたまっでいる 










ルー厶サーモリード線びはすれでいる 




参 






停電があった （ 1秒]^上 -E 7表示） 





• 





燃焼用送風機の故障、端ろびはすれでいる 







参 



ルームサーモの取巧位置か> 悪い 










ストーブの上面及び側面び画われでいる 






• 













































10 •巧障•異常の見分け方と処置方法 


お客様ご相談窓□にご連絡ください。 ※設定室温表示にモニターサインび表示されます。 


QB 

更 i 

び毫 

出严 

曼で 

燃 

X 

る 

ガ 

フ 

ス 

円 

筒 

び 

す 

す 

け 

る 

を 

た 

で 

で 

燃 

を 

る 

な 

ミを 

の 

に 

お 

い 

び 

す 

る 

爆 

葬 

の 

な 

燃 

焼 

を 

す 

る 

電 

源 

び 

入 

ら 

な 

い 

ら U 
なじ 
いツ 
卜 
ボ 
夕 
ン 
び 
ち 
ど 

ミを 

ち 

れ 

び 

友 

る 

着 

乂 

び 

お 

そ 

< 

な 

つ 

た 

香室 
<温 
なび 
らを 
ない 
いの 
に 
乂 
び 
大 
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販売店に修理を依頼する 









参 


販売店に修理を依頼する 











点検後、再度点乂操作をする 











開< 











コ r 厶製送迪管を振る。山形になつでいる所は平に直す 











送迎パルブをしめでストレーナをはすしで掃除する。袖タンクのかをあく 


• 







参 


ストーブを水平に調節する 

• 

参 









煙突設置畐華の通り直立部分を増す。 0106 賴の煙突を使用する 

• 

参 









燃焼フアン-フアンフイルターのほこりをブラシなどで掃除する 


• 

参 








煙突の高さを調べる。ドラフトレギユレータを付ける 











煙突の取付けを適正にする 

• 

参 

♦ 








正しく取りがける 

• 

参 

• 








煙突を掃除する 




参 







すきまをなくす 




参 




• 



締め直す 

参 

• 





参 




販売店に修理を依頼する 











販売店に修理を依頼する 






• 





販売店に修理を依頼する 






• 





販売店に修理を依頼する 

参 

• 

• 






• 


ポツトバーナ巧のすすをとる 











はすれを直す 











設定室温、時刻などをじツトし、再度点乂操作をする 

参 

• 









販売店に修理を依頼する 










参 

適正な位置に取り巧け直す 











適昇原因を取り除く 











































•部品交換のしかた 


■部品交換のとぎの注意 

拉ま罰 不完をな修理、調壁は盾おですので、部品の交換、調碧び必要の場舍には、お買い 
ずめの販売店又は、修理資格者〔(お）曰本5油燃焼機器保守協ミでおこなラ技術管理講習ミ修 
了者 （5 巧機器技術管理±)など）のいる販売店にご相談ください。 

部品交換はご！□ナ純正百 B 品とご指を <ださい。 


部品ご入用の際には、コ□ナ製品取扱販売店で必す コロナ 純正部品とご指定ください。 

純正部品外の部品をご使用になりますと、性能び十分に発揮されないばかりか、ストーブを損傷したり思 
わめ事故の原因になりまず。 


12.保管 (長期間使用しない場さ) 


設置したままで保管する場含や、しまわれるときは、曰常の点検•手入れの頂を参照し、次の 
要領で保管しでください。 

1.電源プラグをコン它ントから巧いでください。 

• 注意 I 設置したままで保管ずる場さを必ず、電源プラグは巧いで<ださい。 

2•'巧タンクのな®はすっかり出しでください。 

参かに水分やごみを残したままにしでおきますと、ミ由タンクび腐食する原因になります。 

3 •定巧面器のかのな油を巧いでください。 

4•塞装部分は、しめった巧でちれを落としでから、からぶきしでください。 

5•放熱器のサビなどびあるところをペーパーで磨き r 補修用の塞料 j (別売） 

で塞装しで < ださい。 

6•フアンフィルターのごみやほこりを取り除いでください。 

7•内部のごみやほこりを取り除いでください。 

「♦傾けたり、横倒しの状態では絶巧に保管しないでください。 ■ 

し •「取扱説明書」は、大切に保管しでください。 
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型式の呼び 

SV -8 5 HRF (薑本型式 SV -85 GR ) 

種 類 

ポットす-屋内用*強制通気お- S 然巧流お 

点义 方す 

電気点义す 

使 用 巧 

巧 料 

のな （ J に1吾な'庙） 

燃料消費墨 

最大 

1.005 L/h 

最小 

0.198 L/h 

発熱屋 
及び熱効率 

最大 

37,230 kJ/h 熱効率69.0% 

最小 

7,330 kJ/h 熱効率67.0% 

暖房出力 

日 - 1 . 
巧ス 

7.14 kW 

最ル 

1.36 kW 

熱効率 

最高 

69.0% (目盛大のとき） 

最低 

67.0% (目盛微少のとき） 

標準適室 

温暖地 

木造 29.5 m 2 (18 畳）まで•コンクリート41 . Sms に5畳）まで 

寒ち地 

木造 31.5 m 2 (19 畳）まで•コンクリート 49.5 m 2 (30 置）まで 

外形 ブま 

高さ 600 mm • 幅 748 mm • 奥巧 368 mm ( S 台を含む） 

質 屋 

26 k 居 

覃源電圧及び周波数 

100 V 50/60 HZ 

定宿消費電力 

点义時 80/82 W • 最大燃焼時15/1 6 W 

煙突の呼び径 

0106 mm (3 ブ5分） 

煙突の壁貨通部の孔径 

¢1 10 mm 

排気 温度 

440でが下 

電流ヒュース 

5 A 

まを 装屋 

巧 SS 動消乂装置*点义まを装置-停電まを装愛 

その他の装雷 

再点乂安を装重-過電流防止装愛-不着乂お出装星-燃焼用送風機異常お化装爱*まをサーミスタ 

巧属品 

■台1個、遮熱板1個、本体固定金具2個（ねじ2個）、ゴム製送油管締巧ノた/ド2個 

備考）標準適室は、な 

団法人*曰本ガス扫油機器工業含の篡定基準によります。 
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14 •アフターサービス 


■保証についで 

•このコ□ナ5油ス I -ーブには保証書力すついでいます。 

保証書は、必す「お買い上げ曰•販売店名 J などの記入をお確かめのラえ、販売店からお受け取りください。内容 
をよくお読みのあと、大巧に保管しでください。 

参保証期間はお買い上げ曰から1年間です。 

•次のよラな原因によるが障及び、事故につきましでは、保証の巧象になりませんのでま意しでください。（詳しく 
は保証書をお読みください。） 

■変質な油や不純な'ぶなど、またな巧が外の燃料使用による故障や事が。 

■誤った使用方まによる故障や事故。 


■修理を依頼されるときについで 

• 「故障•異常の見分けちと処置ちを」 （15 -16ページ）にしたびつでお調べください。直らないときは、ご使用 
を中止し、必す電源プラグを巧いでから、お買い上げの販売店にご連絡ください。 

•ご連絡いただきたい内容はなの通りです。 

①品名 ⑤型式の呼び ⑤お買い上げ曰 ④故障のが巧（出来るだけ具化のに） 

参修理に際しましでは、保証書をご提示ください。保証書の規定にしたびつで、販売店び修理させでいただきます。 
•保証期間び過ぎでいるときは、修理すれば使巧できる場含には、ご希望により有料で修理させでいただきます。 

参ご不明な点や修理に関するご相談は、お買い上げの販売店または、この取扱説明書の裏表紙に記載されでいる「お 
客様ご相談窓□」にお問いさわせください。 

参修理料をは、巧術料-部品代-出張料などで構成されでいます。 


■補修用性能部品についで 

•当なは、この製品の補修用性能部品を製造むちのり後、7年保有しでいます。 

•補修用性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品です。 

■故障-修理の際の連絡先 

•お買い上げの販売店または、この取扱説明書の裏表紙に記載されでいる「お客様ご相談窓 aj にご連絡ください。 


15•据无巧け•移設 


おそがけ-移設工事は販売店に依巧ずる 


据え巧けや移設工事は販売店またはおえ巧け業者に依頼し、お客様ご自身では巧わないでください。 


据え巧け場所の選定及び標準据えがけ例 


据え巧けについでは、乂災予防条例、電気設備に関する按術薑準など法ちの薑準びあります。取扱説明書（工事編）の 
「特にま意しでいたださたいこと（安をのために必すお守りくださいりをお読みになり、販売店又は据え巧け業者とよ 
くご相談しでください。また、「標準据え巧け例 J についでは、21ページ、また、「煙突の取り巧け J についでは、24 
〜25ページを参照しでください。 


mm 






5 •据をがけ-移設 


据えがけをの確認 


据え巧けか わりましたら、ちラー度、取扱説明書（工事編）の「特にま意しでいたださたいこと（まをのために必す 
お守りください)」をお読みになり、取扱説明書（工事編）に記載されでいるとおり据え巧けられでいるかどラかを確 
認しでください。 


試運活 


試運乾は販売店又は据え付け業者とご一緒に必す巧ってください。 


■運乾準備 

• r ごま意 I 電源プラグをコンたントに巧の根元まで確実に差し込んでくだミし、。 

•ミをタンクに給油し、送油経路の空気抜きをしでください。 

•送油経路やストーブより油ちれびないか確認しでください。 

•安を装置をじツトしでください。 

〔定油面器リじツトボタンのたツト） 

•タイマー運転になつでいませんか。 

■運活 



1 . 運乾スイツチを巧しで「入」にしでくださし、。 


•ストーブは点乂動作を開始すると同時に、電磁ポンプの空巧ち音（巧使巧時）び数妙しますび異常ではありません。 
参ネリめでお使いになるときは、耐熱塞料び焼けで煙と臭いびでますので換気を巧つでください。 

•約9〜12分間の予備燃焼び終わると本燃焼にのり替わります。 



2. 異常びなければ、乂力調節つまみを「微少 J 〜「大」に設定してくださし、。 
参炎の状態は、青い炎の中にいくらかの黄色い炎（ホ乂）びまじつでち異常で 
はありません。 


■消义の手順 



•運転スイッチを巧しで「の」にしでください。 

運転ランプび消のします。 

燃焼室び冷却すると自動のに燃焼用送風機び停止し、時刻表示が外のすべで 
のランプび消なします。 


参正常運転しない場さは、15〜16ページ「故障•異常の見分けちと処置ち法 J を参照しでください。 
•長期間の保管後、再び設置する場合ち「試運乾 J のま順にしたびい、試運転を巧ってください。 




































■工事編 


1•特に注意しでいただきたいことほ全のために必ずお守りくださし、) 


この工事説明書には、安をに正しく据え付けでいただくために、いろいろな絵表示が'記載されでいます。そ 
の表示と意巧は次のよラになっでいます。内容をよく理解しでから、本でをお読みになり据え巧け工事をお 
こなっでください。 

A 巧な化 この表示を無視しで、作業を誤った場合に作業者び、またはその作業後の不具含によって使用 
胃1=3 者び、死じ、重傷を負ラ巧能性、または义災の可能性び想定される内容を示しでいます。 

A この表示を無視しで、作業を誤った場合にた業者び、またはそのが業後の不具含によって使用 

/1\ /±/胃者び、傷害を負ラす能性や物の損害の発生び想定される内容を示しでいます。 


絵表示の例 


A 么記音はミ主意を促す内容びあることを告げるちのです。 

図の中に具がのなミち意巧客(ち図の場合は一般的なミ主意)び描かれでいます。 

0 ® 記看は禁止の行為であることを告げるちのです。 

図の中やお傍に具が的な禁止内容び描かれでいます。 

〇 〇 記号は巧為を指示する内容を告げるちのです。 

図の中やお傍に具化のな禁止の客び描かれでいます。 


A 警告 


•据え付けや移設は、販売店又は据え付け業者び行ってください。 

お客様ご自身で据え巧けをされ不備びあると感電や义災の原因になります。 


〇 


♦据え付けは义災予防条例、電気設備に関ずる技術基準、電気工事は 
指定の工事店に依頼ずるなど法をの基準を守って行ってください。 


〇 


•屋内排気禁止 

屋内に排気すると、排ガスが'室内に巧満しで危険です。 
必す屋外にが気しでください。 


n 


\ / 
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•煙突を確実に接続 

煙突を確実に接続し、しっかりと固定しでください。風、振動、衝撃など 
で外れたりすると運転中に排ガスび室内にちれで危険です。 



〇 


八ミ主意 


•次の場所には据え付けない义災や予想しない事故の原因になります 


’か平でない場所、不安定な場所 
• 不安定な物をのせた棚などの下 
I 巧燃性ガスの発生する場所又はたまる場所 
I 燃焼に必要な空気を取り入れる空気取入 □ 
のない場所又は換気のおこなえない場所 


1す近に燃えやすいをのびある場所 
階段、避難□などの巧おで避難のち障とな 
る場所 

防乂巧策をしでいないマントルピース 
‘温室、飼育室など人のいない場所 


0 


•可燃物との距離を離ず 

-ストーブ及び煙突から周囲の巧 
燃物までの離隔距離は义災す巧 
条例で規定されでいます。図の 
よラにしでください。 

•ストーブはが属の置台の上に据 
えがけでください。 


(巧考） 20 cmJ ^ 上 

1 . A • B ブるは、 20 cm な上、 

15 cml ^ 上と示しています日 J 
が、煙突と巧が巧)とのをお 
(45〇711^上）でを規制され 
ます。保守•点巧ち考なし、 

巧が巧との巧離が巧くなる 
よラにお匿しでください。 

2. おおおを取0巧けない巧さ 
は、側面との巧がを 30 cm 
な上がして < ださい。 


45 cml ^ 上 


〈標準据元巧け例> 

150 饥 1 が上 化 err ; が上 

巧燃物 
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1 .特に注意しでいただまたいこと(まをのために必ずお巧 0 ください) 


八ミ主意 


♦家屋貫通部のま意 

-煙突び巧燃性の壁などを賃通する部分は必すめびね5を使用し 
でください。 

-小屋裏、天な裏などにある部分はを属むがの不燃が料で防乂上 
有効な被覆をおこなつでください。 

-巧燃性の壁-天巧-小屋裏-天な裏などを賃通する部分及び、 
その巧おでは煙突の接続はしないでください。 



•煙突の固定 

-煙突は、風や振動などで倒れないよラちえを具やちえ線などで固定しでください。 
•煙突は、 1.5 〜 2 m おさに固定を具で固定し、自重をちえる部分はちえ又は、吊 
りを具で堅固に支持しでください。 



参ドラフトレギュレータの取り付け 

煙突の引き（ドラフト）び強いと燃焼不良び発をします。 

巧の煙突設置の場ちは必す、ダブルドラフトレギュレータ（別売品 DR -1) 
を取りがけで < ださい。 

-集合煙突に接続する場台-標準ブを总上に立ち上びりび高い場含 
-風び強くで炎び洗むよラな場含 


ドラフトレギュレータ 



♦油タンクとの距離を離ず 

-巧タンクは、ストーブとの間に巧乂上有効な壁などび無い 
場含は、 2 mm 上離しで<ださい。 

•屋内の床置すの油タンクは、置やじゆラたんの上は避け、 
不燃なの床上に据え巧けでください。 



2 m が上 
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• ゴム製送油管の屋外使用禁止 

ゴ厶製送油管は屋外で使用しないでくださし、。 
ひび割れををじで'油ちれの原因になります。 


0 


参煙突の点横 

据え巧け力ず終わったら、ちラー度点検しでください。 

次のよラな取りがけは、危険であったり、不完を燃焼をおこすおそれ力 《 あるので、必す修正 
しでください。 

. 下り巧配、下向きなびり禁止 -トツプと開□部は1 m 必上のこと 
















































































2 •開こん 


栖包箱には、次の巧属品が'入つでいまずので確認しでください。 


か ロ ク 

邱 □□ち 

個数 

用 途 

置 台 

1 

ストーブの下に敷く 

本体固定金具(ねじ2個） 

2 

ストーブと置台の固定 

ゴ厶製送油管締巧バンド 

2 

ゴム製送油管接続部の締巧け 

遮 熱 お 

1 

ストーブから側面巧燃物までの離隔距離び短い場ち、前面ガードに取りがける 

取巧説明害 

1 

お客様巧ストーブ取り扱いの説明書 


3 •据を巧け 


据え巧け場所の選定 


据え巧けについでは乂災予防条例、電気設備に関する按術薑準などまちの薑準びあります。21〜25ページの「特にま 
意しでいたださたいこと（まをのために必すお守りください）_!をお読みになり、販売店又は据え巧け業者とよくご巧 
談しでください。また、「標準据え巧け例 J についでは、21ぺージ、また、「煙突の取り巧け」についでは24〜25ぺ一 
ジを参照しでください。 


おそ巧け方法 


■置台の取0巧けとが平調節 

ス I -ーブの下には必す置台を使用し、ストーブをか平にし、必す置台と固定しでください。 

1. ストーブ'の後側の調節脚が'置台の脚位置 （2 力所）に、一致するよラに設置しでくださ 


い。 

2. か平器を見なびら4個の調節脚を調節しでス I ブをか平に据え巧けでください。 



か平器 
ふり 



ふりこホな 


上から見で水平器のふりこび巧な巧 
にあれば、ほぼか平です。 


本巧国定を畏 _ 

じ 3. 本が固定を具をス I -ーフ''の側面から、置台の引掛部に差し込み、巧属のねじでス I -ーブ 


に固定しでください。固定は、両側面2力所です。 


■油タンクの組立でと据え巧け（別売品） 

参組立では油タンク付属の取扱説明書にしたびって巧ってください。 

•'油タンク油面はストーブ'本体設置床面より高さを 30 cm から 2 m 公巧で設置しでください。 
参ミをタンクの設置、取り扱いについでは、各地区の乂災予防条例にしたびってください。 


■ コム製送が管の取りがけ方 



•ゴ厶製送油管にゴム製送油管締巧バンドをはめでから、'油タンクとストーフ''のゴ厶管□に 
十分巧し么み、ゴム製送油管締巧バンドで強く締め付けでください。 

参ゴム製送'ぶ管は、 J に - S 3022「 S ' 庙燃焼機器用ゴ厶製送巧管 J にを巧したちのが外 
は使用しないでください。__^ 

•ゴ厶製送油管の途中び山おになったり、ちつれたりしでいますと、空気びたまってな油び 
流れないことびあります。平になるよラに直しでください。 

































■を属配管(銅製送油管)施工の場さの注意 

参定油面器へのごみの侵入を防ぐため、配管工事終了後、ス I -ーブと接続する前には必す配管内にな油を流しでの粉 • 
ごみなどを取り除いでください。 

■電気配線 

•電源プラグは、必す適正配線されたお巧 100 V のコンたントに差し么んでください。 

参運乾時の電源び 90 V が下及び、 110 V を超える場合は、が障の原因になることびあります。 

この場合は、電力含なの指定工事店に依頼しで、巧策しでください。 


■煙突のをちを変更する場さ 

煙突の左ちを変更ずる場合は、次のよラに巧つでください。 

1. 上面ガードをはすしでください。 




2. 煙突接続□を固定しでいる3本のルねじをはすし、中のノ\0ッキンを損傷しない 
よラに煙突接続□をはすしでください。 

3. 煙突接続□ふたを固定しでいる3本のルねじをはすし、中のノ X ッキンを損傷し 
ないよラに煙突接続□ふたをはすしでください。 

4. 組込みは逆の要領で組替えでください。 


煙突接続□、パッキン及び煙突接続□ふたは取り1すけの方向なびあります。取り巧け 
用のルねじの位置を確かめで取りがけでください。 


4 •煙突の取0巧け 


■煙突の径 

•煙突は、直径 106 mm (3 ブ5分）を使用しでください。 

■横引ぎ、立ち上力*りの標準ブる 

•煙突の立ち上びり、横引きの標準寸法は、立ち上びり約 3.6 m (4 本)、横引き約 1.8 m に本）です。 

横引きび標華ブをより長くなる場合は、その長さの1/2を立ち上びりに追如しでください。 

(結露予防のため、煙突の横引き長さはできるかぎり短く、 2 m 必巧にしでください。） 

•屋外の立ち上びり部の下端には、か巧きをつけで雨水び入るのを防いでください。 

•横引きは10分の1 UUi の上り巧配になるよラにしてください。 

参横引きはできるだけ短くし、ベンド（エビ巧）は3個似下になるよラにしでください。また、露受けアダプター（別 
売品）などの取り巧けちご検討ください。工事店とよくご相談ください。 

参1本の煙突を他のストーブなどとな用ずることは避けでください。燃焼び悪くなります。 

■煙突先端（トップ)の位置 

•煙突トップは、屋根面から垂直距離 60 cmJ ^ 上離しでください。 

参煙突トップからか平距離 1 m 总巧に隣接家屋などの軒びあるときは、さらにそれより、 60 cm な上離しでください。 
•窓などの開□部からは、 1 m 似上離しでください。 

•煙突トップの位置は建物-立木などのが態をみで、あらゆる方向の風び通り抜ける位置にしでください。 























4 •煙突の取りがけ 


■トップのおが 

•煙突トップには、逆風防止のための「傾斜 H 型トップ」を取り巧けでください。 

■ドラフトレギユレータ （別売品） の取りなけ ドラフトレギ ユレー タ11 

♦ 齡ミま意 I 煙突の引き(ドラフト）び強いと燃焼不良び発生します。 

次の煙突設置の場さは必す、ダブルドラフトレギュレータ（別売品 DR -1) を取り巧けでく I 

ださい。 

•集合煙突に接続する場台参標準ブをな上に立ち上びりび高い場合 U 

•風び強くで炎び洗むよラな場合 


■集さ煙突を利巧する場さのごを意 


•集台煙突に差し込む 
先端はち図のよラに 
しで < ださい。 



参2つな上のストーブを使用 
するとさは、横引部分の長 
い方を上にしでください。 


参集を煙突を利用する場をは、設置方法などについで必す専門業者にご相談しでください。 



■煙突の取り巧け図 



/煙突の先端から水平距離1 m がのに建物の軒びある場含 
は、その幹から 60 cm な上高くすること。煙突の先端か 
、ら 1 m 必内に建物の開□部（窓など）力すないこと。 


参 XEP ブをは、煙突か f 本体から 1.8 m を超える場含は 
15 cm 必上。 

•煙突は、固定を具で 1.5 〜 2 m 間隔に固定すること。 
•設置の場所は当該地区の乂災予防を例にしたカタってく 
ださい。 

•風の強い地域では、必ず、ドラフトレギュレータを取 
り巧けでください。 

•結露かが'出る場さには、露受けアダプターを取り巧け 
排出した結露かは、容器に受けでください。 

/結露予防のため、煙突の横引さ長さはでさるかぎり\ 
、短く、 2 m 赵内にしでください。 / 


■結露がの処理 

•煙突の横引ぎ部に結露かび出る場台は、別売の露受けアダプター （ USB -1) 又、集を煙突の凍結予防には集含煙突 
凍結防止ヒータ （ USB -3) をご傻用ください。販売店にご相談ください。 






















































































5 .試運弦 


試運起は使用者とご一緒に必す巧つでください。 


■運乾準備 

♦拉注意 1 電源プラグをコンたントに巧のお元まで確実に差し込んで < ださし、。 

•ミ由タンクに給'ぶし、送ミを経路の空気抜きをしでください。 

•送油経路やス I -ーブより油ちれびないか確認しでください。 

•安を装置をじツトしでください。 

〔定油面器リじツトボタンのじツト） 

•タイマー運乾になつでいませんか。 


■運起 



1. 運輯スイッチを押しで「入 J にしでくださし、。 


参ストーブは点乂動作を開始すると同時に、電礎ポンプの空巧ち音（ネリ使用時）び数妙しますび異常ではありません。 
参ネリめでお使いになるとさは、耐熱塗料か t 焼けで煙と臭いびでますので換気を巧つでください。 

参約9〜12分間の予備燃焼が'終わると本燃焼にのり替わります。 



'自動' 

• 

し… ■ ノ 

手動乂力調節 

微少小 中 大 

•mm •■■■■■■•■■■■ル 



( 

00 : 

) 



2. 異常びなければ、乂力調節つまみを「微少」〜「大」に設定しでください。 
•炎の状態は、青い炎の中にいくらかの黄色い炎（ホ乂）びまじつでち異常で 
はありません。 


■消义のま順 



•運転スイツチを巧しで「の」にしでください。 

運乾ランプび消なします。 

燃焼室びちがすると自動的に燃焼用送風機び停止し、時刻表示似外のすべで 
のランプカず消'なします。 


参正常運括しない場さは、15〜16ページ「故障•異常の見分けちと処雷ちま」を参照しでください。 
•長期間の保管後、再び設置する場含ち「試運乾」の手順にしたびい、試運転を巧つでください。 


6 •巧案するときのを意 


•ストーブを廃棄処分するときは、定巧面器のな巧を抜き取っでください。 

な油を入ったまま廃棄するとリサイクルの際に思わめ事故になるおそれ力 f あります。 

№9 


































を おる 巧 
をミ只サービス它ンター 
奋山签業所 
福な含業所 


仙台巿客城野区曰ノ化町1 -7-32 
仙お巧客が野区曰ノ化町1 -7-31 
郡山巧巧坦 1-51-9 
山お巿東ち旧 3-6-28 
酒坦巿蘇巧1 -183-1 


ホし巧巿白5区平和通16了目南1 -1 9 〒〇 03-0028 

札お巿白5区米里3を2 了呂 6-25 〒〇 03-0873 

函お巿西倍硬の21 -2 〒〇41 -0824 

胆り怖栗化川南1を2 了目 2-5 〒〇 78-826 1 

蒂広巿西18を化1了目1 7- 1 〒 080-0048 

HI 瞄巿巧面の 4-1 7 〒〇 85-0038 

化見巿美ちの 9- 1 -30 〒 090-0064 


近畿. 
四国地区 


中国地区 


九州地区 


の旧巧南を迈1 -8-47 〒 564-0044 

の西巿南金旧1 -8-47 干 564-0044 

窝松巧今里の1 -8-5 〒 760-0078 

巧都巧伏見区け田段ノ川原町 70-1 〒61 2-8414 

巧戸巿西区巧吉5-132 干651 -2 133 

彦根巿正法寺町南出78 〒522-0024 

福巧山巿荒巧東 SJ 68 〒 620-0061 


TEL の 6)6:380-21 11(げ巧) 
TEL (06)6386-5670( げ巧) 
TEL り 87)835- 171パげ表ミ 
TeU 075)643— 2002ミげ巧） 
TEL (078)922-2431 ミげ表) 
TEL ミ 0749)24-6239 ミげ表ミ 
TEL か773た 2-0827 ミげ表) 


FAX (06)6386-7262 
FAX (06)6386-5588 
FAX 087)835-0160 
FAX (075 643-0870 
FAX り 7 が 922-2438 
FAX ミ 0749)26-2116 
FAX ; 0773523 -7592 


広 » 市安巧南区な旧 3-27-20 〒731 -0 138 

広》巿安佐南区巧围 3-27-20 〒731 -0 1：38 

巧山巿辰巳 35-1 03 〒700 -0976 

米寺巿目ク美町 235-1 干 683-003 已 

周南市巧山すーノなま5631 -4 〒 745-0882 


TEL (082)871-3310( げ巧) 
TEL ミ082ミ871 -331 5くげ表) 
TEU 086 た 43-775 パげ表) 
TE し (0859)33-81 57代表) 
TEU 0834 た2-5567ミ代表) 


FAX (082)871-3306 
FAX (082 871-0272 
FAX ミ086に 43-7 191 
FAX ミ0859 )23-0709 
FAX か8：34た 2— 5589 


干 955-0864 
干 955-0864 
〒950-0855 
干 381-0022 
X 399-0033 

干 920-0027 
¥920-0027 
〒930-0985 
干91 8-8237 


!離こ！構觸 

5)286-91 31(げミミ 


TEL (0256)： 

TEL (0256)： 

TEL (025 )r ，―、 

TEU 0265221-51 11(代を) 
TEL の 263)26-005 1(げ表) 

TEU 076)260-0567 (代表) 
TEL (076 ミ 260-0038 ミげ表) 
TEL (076 M 44-0567 ミげ表ミ 
TEL か 776)23-0567 {代表} 


FAX く 0256)35-85 19 
FAX 0256)32-2137 
FAX り 25) 如 6-331 3 
FAX ミ0265221 -0039 
FAX (0263)25-9961 

FAX く 076)260-0775 
FAX 076 260-0738 
FAX り765444 -06 11 
FAX (0776)23-0580 


巧を都化区搜度 8-4-8 干11 4-0003 

東京都化区登涅 8-4-8 〒11 4-0003 

栗巧都化区涅 S 8-4-8 干11 4-0003 

立 J 11巿高松町 1-22-3 干1 90-0011 

松戸巿奋塚新旧 95-5 〒270-2222 

横お巿戸塚区原宿4 了目 7-1 3 干 245-0063 

山梨県中巨巧琐昭和の西を2491 -2 〒409-3866 

さいたま巿北区客原の1 -674-2 〒331 -081 2 

さいたま巿北区夏原町 1-674-2 〒331-0812 

巧伤巿問屋の西1 -3-22 〒370-0007 

ぎ都客巿巧巧町2313 〒321 -0933 

太旧巿奋林巧の2375 〒373-0825 

が戸巿ち原町 653-2 〒31 0-0852 

つくば巿谷旧が 6788-1 9 テ 305-0861 


TE し (03)3927- 1151(代表） 
TEL ミ03 391 1-1 131(げ表ミ 
TEL か3わ927-1152如表） 
TEL の 42)5 1 9-527 パげ表ミ 
TEL (0 47 ) 312 - 833 0 (代表） 
TE しか45ミ 852-4008 相表5 
TEL (055)268-1 567(げ表） 
TEL (0 48 ミ 651 - 1722 (代表） 
TeU 048)65 1 - 123パげ表5 
TE し (027)361 -4806 的表） 
TEL ミ02が 632-5 105(代！!ミ 
TEL ミ 0276)38-657 1 liXm 
TEU 029)241-21 72(げ表） 
TEL (02 が 839-5325( げ表） 


FAX (03)3927-1160 
FAX 03)3927-1130 
FAX 03):3927-1160 
FAX (042)528-2382 
FAX (047)312-8338 
FAX (045)852-5540 
FAX 055 268-1569 
FAX 048 651-6370 
FAX 048)651-6370 
FAX 027 361-9139 
FAX 028)632-5205 
FAX 0276):38-5508 
FAX 029)241-4268 
FAXjo 295836 -1913 


東北地区 


青 巧る 店 
«巧サービスじンター 
が 田 営業所 
秋旧サービスたンター 
八戸営業所 
八戸サービスたンター 
化前営業戸斤 
弘前サービスじンター 
お岡営業所 
盛岡サービスたンター 
かが含業巧 


青巧市ち館 1 T 目 12-38 
巧巧巿をお1了目 12-38 
が西巿泉中み4 了目 4- 18 
秋田市が旭川兰モ刈 109-1 
八戸巿巧巿4 了目 4-7 
八戸巿巧巿4 了目 4-7 
弘前市旧西 1-2-1 
弘前巿坦圈 1-2-1 
盛岡巿門 2-1-42 
盛岡巿門 2-1-42 

巧州巿がお区水お工業回地 4 T 目79 


干81 2-0007 
干81 2-0007 
干 803-0828 
干 890-0 (m 
X 862-09 13 
〒851-2106 
干 880-0032 
干 870-01 08 


墙離鷄ゴ點 


が勤 

FAX く 

げま 

FAX ； 

げ表 

FAX く 

代表 

FAX 

代表 

FAX 

>けを 

FAX 

みで表5 

FAX ; 

(巧表） 

FAX ( 


関東地区 


信越. 
北陸地区 


干 030-0946 
〒〇 30-0946 
干010 -0917 

干01 0-0802 

〒〇 31-0073 
〒〇 31-0073 
干 036-8086 
〒〇 36-8086 
〒〇 20-0823 
干020 -0823 
〒〇 23-0002 

干 983-0035 
〒 983-0035 
于 963-8033 
干 990-2423 
于 998-01 03 


TEL (017)742-8255( 代表） 
TEL の 17)743-2971( げ表） 
TELCO 1 8)864-5671 (代表） 
TELC 0 1 8)864-521 9(げ表） 
TEL (0178)24-5289( げ表） 
TEL (0 1 78)47-6609( げ表） 
TEUOl 72)28-3910 (代表） 
TEUOl 72)26-4770 (代巧） 
TEL (019)622-4791 (代表） 
TEL (019)604-0281 (代表） 
TEUOl 97)22-41 55(代表） 

TEL (022 に 35-31 81(代動 
TEL (022)783-179 U 巧表） 
TEL (024)938-2240( 代表） 
TE し (023)642-3255( げ表） 
TEL (0234)31-0571( 代表） 


FAX の 17)742-8275 
FAX の 17)743-1 118 
FAX の 18)864-8468 
FAX の 18)864— 5760 
FAX (0178)45-4290 
FAX の 178)71-1344 
FAX の 172)28— 0191 
FAX (0172^9-1133 
FAX (019)622-5244 
FAX か 19)604—0283 
FAX (0197)22-4452 

FAX の 22 に 36—8810 
FAX (022)783-1792 
FAX の 24)9:38-3021 
FAX の 23)642—3254 
FAX の 234)31—0581 


北海道地区 


沖縄地区 


巧巧営藥巧宜野港巿ぎ地あ738 

シーサイド•パーク102 


〒901-2227 TEL (098)897-5677( げ表） FAX (098)897-5679 


01107002 


本な•工場兰条市東新保 7-7 干 955-8510 

柏崎工場柏崎市宝町 2-58 干 945-081 7 

長岡て場長岡巿下条の含ノ满1069〒 940-1146 


TEL (0256)32-2111 (大げ表） 
TEL (0257)23_51 75(代表） 
TE し (0258)22-2 121(げ表） 


從巧舍な 


東海地区 


奋ち屋を巧名ち屋巿熱坦区桜坦町 16-11 


名る屋サービスじンター 
お巧！営業所 
な岡サービスじンター 
岐草を装所 
ま 営業所 


各ち屋巿お田区が面の 16-11 
静岡巿お巧区离の 2-15-30 
お岡巿お河区巧松 2-15-30 
巧草巿六を南 2-7-8 
津巧离巧屋 3-29-38 


沼津 答黨所 沼津巿西巧路 888-1 



746-6600( 代表） 
746-6603 (代表） 
238-0005 代表） 
238-00 16^げ表ミ 
268-7555^ げ表） 
234— 8 4 7パげま） 
968-62 10¢ 代を 


FAXf 052； 
FAX ミ052^ 
FAX ミ05が 
FAX 的4 
FAX り58 
FAX ミ05が 
FAX ;055! 


884-6551 

884-6554 

238-0006 

238-0822 

268-7550 

234-8472 

968-6212 


お客様ご相談窓□一覽表 


修理サービスや製品についでのご相談は機種名をご確認の上、 
お買いあげの販売店または下記のごす目談窓□にご依頼ください。 

ご輯居やご贈答品などでお困りの場台は、下記のおおくの窓□にご相談く 
ださい。 

名称、所在地、電話番号は、変更する場含びありますのでご： J 承くださし、。 


♦アフターサービスのお問い合わせは下記へどうぞ 

コ□ナサービスセンター 
綺0120 -919-302 

^ (修理受付専用ダイヤル） 

—FAX 0120 -919-322 _ 

北海道-青森県-秋田県-岩手県のお客様は最まのサービス 
センターへ直接おかけ<ださい。 


携帯巧話 ’ PHS 等か5は 
蛋をのサービスセンター 
へ直接おかけ < ださい。 


店-巧巧巧 

ま心業業冀 

^含営営 

台 I 

サ山お內 

台 

仙仙郡山圧 


店-巧巧所所巧店所所所所所所 

を業業窠業業る！！^業％棠榮 

が g 営爸 

田ビ営営営営営栗ま営爸営 

^ た客ば 

都軟巧川巧お府巧パが都田 I 戸く 

宮宮栗立卞横甲化さ巧ぎ太かつ 


店-所所巧 

暫 

を営 

蘇」1 

^滿野本 

新 I 二新長松 


氏 

^ 8 

巧常骗 

南5夕 
0^0^江8大 
浏浏区豆巧 
曲巧栗大爸 
市巿巿巿巿 
るる爲野本 
I 二三新長松 


55 

157 

TTTO 
1136 
の町21 
新新の東 
西西中田 
がが旧が 
巿巿巧巿 
おお山な 
金をを福 


1003541 

3262702 

------- 

3187546 

6743322 

禱對おお 

1136555 

然然然心 


巧表表表表表表 
代げ代げげ巧げ 
0100813 
4273190 
4103511 
0262742 


4987546 
6743322 
88 ^- 


0000000 


EEEEEEE 

TTTTTTT 


店-巧巧巧所所 

夕 

を^ 業樂業榮お 

営営営営客 

お i お川広お見 

幌 

札札函化斋訓北 


店-巧巧巧巧巧 
夕 

る、麵麵業 


答答営答 
お：が都戸根巧 
大大ち京巧彥お 


店-所所所 
夕 

る養業業 
営営含 
慶- 

サ山子山 
広広岡米徳 


店-所所巧巧所所 
夕 

ミ、ン麵第棠冀榮 

るを芦 


ビ： 


岡 


州* 


含含営咨 


サ九巧本巧巧分 
福福化鹿脂ち客大 


7 

面 

お 

〇〇ィ携 
4 46 底 

222 左 

着5じ巧 

区区含上上祥し 
多多ル田ノ彼«佐 
博巧巿巿尾西な I 二 
市巿州》巧巧巿市 
岡岡九時本巧時分 
活福北鹿お S 客大 


207 WA 0334 - 012 30) 














